
 

那須塩原市公立学校等施設整備計画事後評価 

 

現計画（令和元年度－令和 3 年度）について 

 

１ 計画期間 

○ 令和元年度－令和３年度 

 

２ 現計画内容 

 文部科学省の学校施設環境改善交付金を活用した施設整備を推進するため、義務 

教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律第１２条第４項に基づき、施設整 

備計画（令和元年度－令和３年度）を作成している。 
 

（１） 地震、津波等の災害に備えるための整備 

〇 耐震補強 

・くろいそ運動場体育館は、耐震診断の結果、社会体育施設として必要な強度を有し 

ていないため耐震補強工事を実施 

くろいそ運動場体育館 昭和５２年 ３月竣工    ２，１６６㎡ 

令和 ２年 ３月改修完了 ２，１６６㎡ 

 

（２） 教育環境の質的な向上を図る整備 

〇 トイレ洋式化  

・快適で衛生的な学習環境のため、和式トイレを洋式化し、床は乾式化へ改修 

令和 ２年度（繰越） 小学校 ５校 波立小、青木小、三島小、南小、西小 

中学校 １校 西那須野中 

令和 ２年１１月改修完了 

   

３ 事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について 

  〇 施設整備事業にて計画していた事業について、計画どおり実施できた。 

くろいそ運動場体育館の耐震補強工事は、十分な強度や機能を確保することができ社

会体育施設としてだけではなく、災害時の避難所としての機能を有する建物となった。また、

小中学校の大規模改造（トイレ）事業についても、学校のトイレを洋式化し教育環境の改善

を図ることができ、関係者から高い評価を得ている。 


